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授業研究会
７月１日（水）、理科の授業研究会を行いました。当日は、広島大学大学院人間社会科

学研究科教授の木下博義先生にご来校いただき、４年生理科「電流のはたらき」の「乾

電池のつなぎ方」の学習をご参観いただきました。 

授業では、「車をもっと速く走らせるためには、どうすればよいだろう」という問題を

見出し、こどもたちは、「乾電池を２個使ったらよいのではないか」と考え、さらに「２

個使うとしたら、どのようなつなぎ方をすれば車が速く走るのだろう」と予想しながら

考えを交流し、次時の実験方法について考えました。 

授業後には、参観された先生方と授業について協議を行い、木下先生から多くのご助

言をいただき、大変充実した時間となりました。今後も、こどもたちが問題を見出し、

課題を解決する力を育む授業づくりを進めていきたいと思います。 

事後研修 

「えっ？先生の車、なんでこんなに速いの？」 
「ぼくたちの車と何が違うの？」 
「どうやったらこんなに速く走るの？」 
「えっ！何か秘密があるのかな？」 


